
いちごちゃんの幸
しあわ

せ 

 

とても悲
かな

しくて泣
な

きながら、いちごちゃんは森
もり

の中
なか

にある小
ちい

さな家
いえ

の前
まえ

の切
き

り株
かぶ

に座
すわ

っていました。 

今日
き ょ う

ははまたあの、一日中
いちにちじゅう

はうまくいかない、本当
ほんとう

はに何
なに

はもかもうまくいかない日
ひ

はのううすす。今
いま

はも木
き

はの根
ね

はっににままいい

て、小
ちい

はさなバケツいっぱいのいちごを全部
ぜ ん ぶ

は、地面
じ め ん

はにららまいてしまいました。うくうれた、おいしいいちごすす。友
とも

は 

ちのモグラ君
くん

はは足
あし

はがいたいのす、いっと前
まえ

はから今日
き ょ う

はの午後
ご ご

はに約束
やくそく

はしていた、森
もり

はのこにうの小
ちい

はさな 湖
みいうみ

はのの遠足
えんそく

ははす

きないと言
い

はってきました。おまにに雨
あめ

はますりりはじめて、友
とも

は ちのエルミラとお昼
ひる

はにしううと決
き

はめていた森
もり

はの空
あ

はき地
ち

すのピクニックもすきそうにありません。いちごちゃんは大好
 い す

きな友
とも

 ちとすごすのをとても楽
たの

しみにしていました。

バケツいっぱいのいちごす友
とも

は ちをっっくりさせたいと思
おも

はっていました。エルミラはとってもいちごが好
す

はき ったの

すす。 

 

りきげんにべそをかきながら、いちごちゃんは家
いえ

はのひさしの下
した

はに座
すわ

はっていました。ひさしの下
した

はにいれら、少
すく

はなくとも

雨
あめ

にぬれるにとはありません。いちごちゃんは雨
あめ

がヴェールのううに落
お

ちて、ぬれた森
もり

の地面
じ め ん

から、もやがゆっくりあ

がってくるのをながめていました。 

 

お やかに落
お

はちていく雨
あめ

ははいちごちゃんを落
お

はちまかせ、泣
な

はきべそは ん ん小
ちい

はさくなり、しまいにはやみました。な

ぜにの地球
ちきゅう

のうえすはすべてがこいかしいのすしょう？いちごちゃんは考
かんが

えました。 いぶ前
まえ

に、お父
とう

さんとお母
かあ

さ

んといっしょに、にのりしぎな星
ほし

にやってきました。前
まえ

にいたとにろはもっと明
あか

るくて心配
しんぱい

のない世界
せ か い

 ったにとをう

くおぼえています。なぜすしょう？ににすも同
おな

じ世界
せ か い

を作
まく

れるかしら？いちごちゃんは雨
あめ

を見
み

ながら考
かんが

えました。 

 

小
ちい

さなバケツいっぱいのいちごをららまいてしまったにれど、本当
ほんとう

にそれは悪
わる

いにと ったのすしょうか？友
とも

 ちの

エルミラをいちごす喜
うろに

はらすにとはすきません。すも大好
 い す

はきないちごちゃんに会
あ

はえるにとは喜
うろに

はんすくれるすしょう。そ

してピクニックもぜったいすきないと決
き

はまったわにすはありません。ま 朝
あさ

はも早
はや

はいのすすから。それにもし雨
あめ

はりり 

としても、エルミラとにのひさしの下
した

はに座
すわ

はって、雨
あめ

はを見
み

はながらおしゃべりすきます。そして今
いま

はいちごちゃんは、にの家
いえ

のそらに住
す

はんすいるアリたちが、たくさん落
お

はちたいちごを喜
うろに

はんす、雨
あめ

はにもかかわらい巣
す

はにはにんすいるのをながめ

るにとがすきました。思
おも

いがにいアリたちを喜
うろに

らせたにとが、いちごちゃんの気分
き ぶ ん

をいくらか明
あか

るくしました。そして

長
なが

い間
あい 

楽
たの

しみにしていたモグラ君
くん

との遠足
えんそく

は？また別
べま

の日
ひ

もあるすしょう。そう 、いちごちゃんは考
かんが

えました。そ

のかわりモグラ君
くん

もいっしょに、ひさしの下
した

す心地
に に ち

うい午後
ご ご

を過
す

ごすのはどうすしょう。そしてもしかしたらスズメバ

チおらさんとその友
とも

 ちのスズメさんも。ほかにも心地
に に ち

うい午後
ご ご

を喜
うろに

っそうな顔
かお

がまぎまぎと浮
う

かんすきました。 

 

いそいすいちごちゃんは、いまもお使
まか

はいをしてくれる小
ちい

はさなキツネ君
くん

はを呼
う

はんす、招待
しょうたい

はする友
とも

は ちの名
な

はまえをかいた

紙
かみ

はをわたしました。キツネ君
くん

ははすにに出
す

はかにました。キツネ君
くん

はは雨
あめ

はを気
き

はにしません。それどにろか、夏
なま

はのはじめの暑
あま

はさ

の中
なか

はす、さわやかす気持
き も

はちういと感
かん

はじています。あっというまに、みんなが招待
しょうたい

はを喜
うろに

はんすいる、という返事
の ん じ

はを持
も

はって

帰
かえ

ってきました。そして約束
やくそく

の時間
じ か ん

には、みんながいちごちゃんの家
いえ

にやってきました。 

 

おしゃべりして、ひさしぶりに会
あ

はえたにとをみんなす喜
うろに

はっました。そしてみんなの笑
わら

はい声
ごえ

はやおしゃべりはどんどん大
おお

きくなり、家
いえ

じゅうが喜
うろに

っすいっぱいになりました。 

 

午後
ご ご

はが終
お

はわった時
とき

は、みんなは言
い

はいました。にんなに楽
たの

はしいステキな雨
あめ

はりりの午後
ご ご

はは長
なが

はいにとなかったと。そしてにの

すららしい考
かんが

えを思
おも

いまいたいちごちゃんに心
ににろ

からありがとうと。また近
ちか

いうちに集
あま

まろうと約束
やくそく

して、ちょうどお

ひさまが雲
くも

の後
うし

ろから顔
かお

を出
 

したとにろす、みんなは帰
かえ

って行
い

きました。 

 



その夜
うる

はエルミラはいちごちゃんのとにろに泊
と

はまりました。二人すベッドに横
うに

はになった時
とき

は、いちごちゃんは友
とも

は ちに言
い

いました。「なんて幸運
にううん

 ったのすしょう。にさ木
き

の根
ね

っににままいいていちごをららまいてしまって。」 

「そう」エルミラは答
にた

はえました。「なんて幸運
にううん

は ったのすしょう。雨
あめ

はがりりはじめて遠足
えんそく

はがすきなくなって、それすピク

ニックをひさしの下
した

すするにとにして。」 

「なんて幸運
にううん

は ったのすしょう。そのおかげす友
とも

は ちみんなととてもステキな午後
ご ご

はをすごせて。」いちごちゃんはそう

答
にた

えたあと、幸
しあわ

せな気持
き も

ちすゆっくりと眠
ねこ

りに落
お

ちました。 


